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令和元年10月11日(金)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：澁谷　育美
	加藤
	澁谷
	成田
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	松舘
	坂澤
	柴田
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	休
	〇
	休
	〇
	　休
	　〇
	準

	坂本
	畑中
	野村
	小沼
	大久保
	見上
	荒木田
	佐々木
	古川
	竹内
	

	〇
	休
	明け
	休
	　〇
	休
	明け
	準
	休
	休
	


＜連絡事項＞
・感染委員会より～令和1年11月上旬よりインフルエンザ予防接種を行います。各担当者は、家族連絡し、実施の有無を確認して下さい。今年度は消費税アップにより、値段は3300円になります。患者様の名簿は東病棟Bユニット詰所内のカレンダーの下に貼ってあります。
　　　
＜患者様連絡事項＞
・高橋　末吉様～本日で点滴は終了となります。
・若松　澄子様～排便-7日目にて、浣腸の指示となり、普通便中等量確認している。本日13：00～酸素中止となり、本日夕食からエプリッチ1/3開始。明日より各食エプリッチ2/3の提供となっている。
・安是　和子様～排便-3日目にて、便秘時の指示が無いため、センナリド2T/10回分処方となっている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。午前の開放後中、外泊に関しての訴えあり。落ち着かない様子の為、早めに入室して頂いている。入室はスムーズ。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。他者交流時、アニメに関する話しをして、時折笑顔見せている。苛々感や幻視様の発言はない。スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。午前10時から午後15時までの開放観察開始している。開放中、別の開放観察中の他者への付き纏い行為あるが、トラブルはない。周囲を気にし、ホール内徘徊見られているが、徐々に落ち着きテレビを見て過ごす。不穏さや興奮なく対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・上野　正志様～経管栄養の白湯はトラブルなく行っていたが、本日午後、発熱38.4℃、血圧142/108㎜Hg、脈拍144回/分、酸素3Ⅼ/分流量中も酸素飽和度89～94％。痰絡みあるが、引き難さあり。田名部Dr報告し、週末は白湯で経過観察とし、週明けより経管（CZ-Hi）を検討していく事としている。
・藤井　孝蔵様～昨夜体温38.6℃あり、指示のアンヒバ使用し今朝37.7℃。10：00体温37.1℃あり、クーリングで対応している。熱に対しての自覚症状は無い。
・若松　澄子様～点滴キープしており、トラブルは無い。疎通も取れているが、口唇のジスキネジアは続いている。トロミ水はむせ込み無く飲用出来ている為、本日夕食からエプリッチ開始予となっている。
・角濱　義弘様～昨日から今朝にかけて「不安が強い」と、ジアゼパム4回使用している。問うと「日赤では毎食後貰っていました」と話している。10月15日外出希望あり、
・助川 節子様～食事提供するも手付かず。介助にも拒否あり。各食数口のみの摂取。私物に関しての訴えあるが、帰宅要求や逸脱行為はない。
・安是　和子様～各食2/3摂取。幻視様の発言はない。服薬スムーズ。「もう寒いから寝てるのが1番」と話し臥床している。対応穏やか。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～定期薬同内容で7日分処方となる。
・中居　松男様～本人希望にてエンシュアリキッド1×朝　7日分処方となる。
・河原木　泰志様～定期薬同内容で7日分処方となる。

・和田　昌様～ハロペリドール（3）1T減薬、その他定期薬同内容で処方。
・助川　節子様～食事摂取量少なく、エンシュアリキッド1×朝　7日分処方となる。
＜入院患者情報＞
日　　時：令和1年10月11日　10：29　

氏　　名：尾崎　栄子（おざき　えいこ）様

生年月日：昭和8年4月20日　86歳

病　　名：アルツハイマー型認知症

性　　別：女性

主治医　：深澤Dr

入院形態：医療保護入院（当院2回目）

病　　棟：東合併症室

(経過）

　H31年1月9日～3月29日まで当院にて入院治療を行っていた。退院後は有料老人ホームへ入所し、定期的に当院の外来通院を継続していた。薬物療法を行いながら、精神症状の著明な悪化はなく経過していた。同年10月上旬より経口摂取が困難な状態で拒食が顕著であり、脱水症状を起こしたりもしていた。服薬はかろうじて行えており、幻視や幻聴等の悪化ないが、経口摂取の拒否が続いている。身体治療を優先に対応が検討され、10月9日の外来では点滴療法が実施されていたが改善見られず、環境調整、身体管理、薬剤調整の目的にて10月11日10：29東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

＜備考＞
・LTセットB
・オムツセット　①
